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宿
直
勤
務
体
制
の
改
善
に
向

け
、
職
場
討
議
資
料
を
活
用
し

た
学
習
会
や
、
署
名
の
取
り
組

み
を
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
運
動
方
針
、
選
挙
委

員
の
選
出
、
予
算
更
正
案
は
い

ず
れ
も
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

席
。
自
由
党
、
国
民
民
主
党
、

社
民
党
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

○
○
書
記
長
が
春
闘
方
針
を

提
案
し
、
出
席
し
た
15
支
部
の

う
ち
14
支
部
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
年
次
や
パ
ワ
ハ
ラ
に

つ
い
て
、「
全
員
の
年
次
取
得

一
覧
を
貼
り
出
し
て
い
る
。
希

望
し
な
い
と
こ
ろ
に
年
次
を
付

け
ら
れ
た
り
、
委
員
会
や
他
の

活
動
を
年
次
で
出
席
し
ろ
と
言

わ
れ
た
」「
病
棟
で
年
次
取
得

数
の
制
限
を
さ
れ
た
り
、
本
人

に
相
談
も
な
く
勤
務
変
更
を
さ

れ
た
。
交
渉
を
行
い
、
謝
罪
が

あ
っ
た
」「
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
り
、

退
職
す
る
人
が
い
る
」「
妊
婦

以
外
に
は
夜
勤
免
除
は
与
え
な

い
、
産
後
入
院
中
に
手
続
き
を

　

春
の
中
央
委
員
会
が
、
２
月

16
日
（
土
）、
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

い
わ
て
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
賃
上
げ
、
大
幅
増
員
な

ど
の
春
闘
方
針
に
あ
わ
せ
、
当

局
か
ら
出
さ
れ
た
「
宿
直
勤
務

の
改
正
等
」（
案
）
を
、
団
結

し
て
阻
止
し
て
い
く
こ
と
や
、

36
協
定
締
結
に
つ
い
て
意
思
統

一
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
、
岩
手
医
労
連
、
い

わ
て
労
連
、
日
本
共
産
党
が
出

さ
せ
ら
れ
た
」
等
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
医
療
局
か
ら
出
さ
れ

た
「
宿
直
勤
務
の
改
正
」（
案
）

に
つ
い
て
は
、「
ほ
と
ん
ど
当

直
帯
に
休
め
な
い
の
に
、
手
当

も
減
ら
さ
れ
て
良
い
こ
と
は
な

い
」「
年
齢
的
に
も
き
つ
い
。

反
対
だ
」「
長
時
間
勤
務
は
無

理
。
組
合
と
し
て
は
基
本
の
８

時
間
は
守
っ
て
い
く
」
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

討
論
を
受
け
、「
パ
ワ
ハ
ラ

は
犯
罪
に
あ
た
る
。
メ
モ
を
必

ず
取
る
こ
と
。
人
員
不
足
に
よ

り
パ
ワ
ハ
ラ
は
引
き
起
こ
さ
れ

る
。
大
幅
増
員
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
総
括
。
ま
た
、

団結して春闘をたたかおう！

宿直勤務について発言する中央委員

　まもなく人事異動の一斉内示があります。組合は、「内々示」の復
活や内示を早くすることを要求し、交渉しています。ここ数年は、「一
斉内示日」を事前に組合に通知させています。内示日は、次のこと
をそれぞれが確認しておくことが必要です。
①異動を希望していない組合員への内示、希望と違う病院への内示

を出された場合、その場で返事をしないことです。必ず、「家族
と相談します」と答え、病院から指示された日までに返事をする
ことにしましょう。

②支部では、当日に交渉できるよう準備しておきましょう。
　不当な内示や希望が実現しない場合には、すぐに支部役員に相談

してください。いっしょに病院長、事務局長と交渉することが大
事です。

③そして本部にも連絡を。本部でも組合員の要望に沿うよう交渉・
確認を行います。

 
み
ん
な
で
団
結
し
て

宿
直
勤
務
の
改
悪
を
阻
止
し
よ
う　

県
医
労
第
１
６
１
回
中
央
委
員
会　

希望しない内示の場合は、　
　　その場で返事をしない
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が
一
番
多
く
、
次
い
で
「
３
万

円
」
21
・
１
％
と
な
り
、
平
均

で
３
８
，
７
２
０
円
。「
賃
上

げ
要
求
額
」
は
、
正
規
職
員
の

平
均
２
９
，
４
２
４
円
、
時
間

給
職
員
の
平
均
１
８
０
円
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　
「
職
場
の
不
満
」
は
、
正
規

職
員
が
「
人
員
が
少
な
い
」

45
・
８
％
、「
賃
金
が
安
い
」

40
・
０
％
、「
休
暇
が
と
れ
な
い
・

少
な
い
」
36
・
３
％
、
非
正
規

い
を
も
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る

賃
金
・
労
働
条
件
が
不
可
欠

で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
、
県
医
労
で
は
「
正
規
職
員

の
給
料
月
額
を
４
万
円
以
上
」、

「
時
間
制
職
員
の
賃
金
時
間
額

２
５
０
円
以
上
」
を
賃
上
げ
要

求
額
と
し
て
掲
げ
、臨
時
・
パ
ー

ト
も
含
め
た
労
働
条
件
改
善
を

求
め
て
運
動
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

日本医労連2019年春闘「働くみんなの要求アンケート」

とても疲れる・やや疲れる93.6％

職
員
が
「
退
職
金
が
な
い
・
少

な
い
」
38
・
９
％
、「
賃
金
が

安
い
」
26
・
９
％
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
仕
事
の
疲
労
感
」で
は
、「
と

て
も
疲
れ
る
」
54
・
０
％
、「
や

や
疲
れ
る
」
39
・
６
％
を
合
わ

せ
る
と
93
・
６
％
と
な
り
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
職
員
が
慢
性
疲
労

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
の
医
療
を
提
供

す
る
に
は
人
員
確
保
、
や
り
が

　

19
春
闘
「
働
く
み
ん
な
の
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
１
月
末
で

14
支
部
・
本
部
か
ら
７
２
９
人

分
を
集
計
し
ま
し
た
。

　

生
活
実
感
と
し
て
、「
か
な

り
苦
し
い
」
13
・
９
％
、「
や

や
苦
し
い
」
42
・
２
％
を
あ
わ

せ
る
と
56
・
１
％
で
あ
り
、
約

６
割
近
い
人
が
生
活
の
苦
し
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
実
感
か
ら
の
賃
金
不

足
額
」
は
、「
５
万
円
」
29
・
８
％

仕事でどの程度身体が疲れますか？

賃金不足額（月額平均38,720円）

職場の不満トップ５

⑴とても疲れる
54.0％

⑴余っている

⑵ちょうどいい

⑶１万円

⑷２万円

⑸３万円

⑹４万円

⑺５万円

⑻６～７万円

⑼８～９万円

⑽10万円以上

無回答

⑴人員が少ない

⑵賃金が安い

⑶休暇がとれない・少ない

⑷時間外労働が多い

⑸仕事がきつい

45.8

40.0

36.3

20.5

16.5

1.8

■％

12.6

4.7

10.2

21.1

3.7

29.8

7.7

1.6

6.2

0.7

⑸どちらとも言えない　1.2％
無回答　0.0％

⑷まったく疲れない　0.3％
⑶あまり疲れない　　4.8％

⑵やや疲れる
39.6％

⑵やや疲れる
39.6％
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　今年の「建国記念の日を考える市民のつどい」
は、「安倍９条改憲ＮＯ！全国市民アクション岩
手の会」が主催し例年を上回る団体・個人、約
３００人が県内各地から参加して開催されまし
た。
　講演した岩手大学の横山英信教授は、安倍政
権の特徴と自衛隊明記の改憲などを分かりやす
く説明し、３０００万署名で改憲発議をさせな
い運動の大切さを強調しました。
　午後からは、各地の９条の会などの運動が交
流されました。　

東北地方協春闘討論集会 in 鳴子温泉

　国会開会日の１月28日、いわて労連、県春
闘共闘会議などの呼びかけで1.28盛岡昼デモ
が開催されました。雪が降る中、60名が参加
し「安倍改憲NO！、消費税増税ストップ、改
ざん・隠ぺい政治を終わらせよう」と声を上
げました。

1.28盛岡昼デモ

改ざん・隠ぺい政治に終止符を

いのちと平和がイチバン！
岩手医労連中央委員会　

　１月26日に岩手医労連中央委員会が盛
岡市「水産会館」で開催され、オブザーバー
も含め15組織61名が出席しました。五十
嵐書記長の春闘方針の提案に対し、各単組
から春闘への決意が次々と述べられまし
た。春闘方針、予算更正ともに採択され、
スト権も確立しました。
　また、中央委員会の前段には全医労東北
地方協議長の佐藤一哉さんを講師に36協
定の学習会も行われました。夜には北ホテ
ルを会場に旗開きが開催され、賑やかに交
流し団結を深めました。

1.28盛岡昼デモ

改ざん・隠ぺい政治に終止符を

　日本医労連東北地方協
の春闘討論集会が、宮城
県鳴子温泉で２月２日か
ら３日まで開催されまし
た。東北６県から132名
が集い、春闘に向けた取
り組みを交流しました。

県医労からは４支部・本部11名が参加しまし
た。
　記念講演は、法政大学教授・上西充子さん

（写真）。政府がこの間、論点ずらしの手法を
駆使し、国民を欺こうとしている「働き方改
革法案」の正体は、長時間労働是正など労働
者を守るための法律ではなく、労働時間の縛
りを緩める、使用者側の「働かせ方」改革そ
のものであると指摘し、「労働条件の低下」は
労働組合として譲ってはいけないものだと激
励しました。

東北地方協春闘討論集会 in 鳴子温泉

これ以上、労働条件の低下を許さない

私たちのくらしに憲法をいかそう！
― 建国記念の日を考える市民のつどい ―

県内から集まった参加者（サンビル）
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地球は一日24時間で１回転

人間も一日24時間の生活
　

２
０
１
８
年
度
春
の
看
護

要
求
全
国
交
流
集
会
が
２
月

７
日
か
ら
８
日
ま
で
愛
知
県
蒲

郡
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

１
２
４
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
記
念
講
演
・
学
習

講
演
・
基
調
報
告
が
、
二
日
目

は
グ
ル
ー
プ
毎
に
分
散
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 
「
労
働
組
合
っ
て
す
ご
い
～
い

き
い
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
を
作
る
た
め
に
～
」
と
題
し

た
記
念
講
演
で
、
講
師
の
長
久

啓
太
さ
ん
（
岡
山
県
労
働
者
学

習
協
会
）
は
「〝
ゆ
と
り
〟
と
は
、

生
活
を
す
る
上
で
『
自
分
ら
し

く
生
き
る
』
条
件
が
広
が
る
こ

と
。『
人
間
』
だ
か
ら
、〝
ゆ
と

り
〟
が
必
要
。
一
日
は
24
時
間
、

24
時
間
で
地
球
が
１
回
転
す
る
。

だ
か
ら
人
間
も
、
一
日
の
疲
労

は
、
そ
の
日
そ
の
日
で
取
ら
な

い
と
い
け
な
い
。
２
日
分
働
い

て
３
日
間
寝
る
こ
と
は
で
き
な

い
」「
人
権
感
覚
を
育
て
、
み
が

き
あ
う
こ
と
が
大
事
。
人
権
感

覚
は
さ
び
つ
き
や
す
い
」
と
話

し
、
労
働
組
合
の
活
動
を
激
励

し
ま
し
た
。

　
「
労
働
者
の
た
め
の
『
働
き
方

改
革
』
を
実
現
し
よ
う
」
と
題

し
た
学
習
講
演
で
、
講
師
の
全

労
連
・
伊
藤
圭
一
さ
ん
は
、「
働

き
方
改
革
関
連
法
」
が
成
立
し
、

こ
の
４
月
か
ら
動
き
出
す
改
正

労
働
基
準
法
や
安
全
衛
生
法
な

ど
、
労
働
組
合
の
役
割
を
交
え

な
が
ら
解
説
。
今
後
、
職
場
に

悪
法
を
持
ち
込
ま
せ
ず
、
よ
り

良
い
方
向
に
生
か
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

講演する長久啓太さん
〜看護要求実現全国交流集会〜

　

日
本
医
労
連
自
治
体
部
会
主

催
の
「
自
治
体
・
公
立
病
院
労

組
全
国
交
流
会
」
が
、
２
月
９

日（
土
）、
10
日（
日
）、
盛
岡
市

「
ホ
テ
ル
東
日
本
」
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、 

広
島
や
愛
媛
県
な

ど
も
含
め
約
50
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
県
医
労
か
ら
は
、
３
支

部
・
本
部
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
、 

津
市

立
三
重
短
期
大
学
の

長
友
薫
輝
教
授
か
ら
、

「
地
域
医
療
構
想
と
自

治
体
病
院
を
め
ぐ
る

現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
、
労
働

組
合
だ
か
ら
で
き
る

こ
と
と
し
て
、「
視
野

を
広
げ
る
こ
と
、
味
方

を
つ
く
る
こ
と
、
楽
し

ん
で
続
け
る
こ
と
」
な

ど
を
整
理
し
て
提
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、
岩

手
県
立
病
院
の
現
状
と
課
題
、

広
島
市
民
病
院
で
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
組
み

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
午
前
は
２
つ
の
分

科
会
に
別
れ
て
交
流
し
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
被
災
地
視

察
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
県
立
高

田
病
院
を
見
学
。
高
田
支
部
○

○
書
記
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
翌
日
は
、
県
医
労
Ｏ
Ｂ

の
○
○
○
○
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で

復
興
の
進
捗
状
況
を
視
察
し
ま

し
た
。

高田病院で説明する高田支部○○書記長（右）

分散会では要求とりまとめと解決策をペアで話し合
い、最後はまとまりました！

日
本
医
労
連
自
治
体
部
会

全
国
交
流
会
を
盛
岡
で
開
催
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調
子
の
良
い
身
体
に
リ
セ
ッ
ト
し
よ
う
！

女性部

物
で
作
る
災
害
時
に
役
立
つ

グ
ッ
ズ
と
し
て
、
新
聞
紙
の
ス

リ
ッ
パ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

第
２
講
座
の
「
マ
ー
ブ
ル

ア
ー
ト
」（
講
師
＝
高
橋
和
子

さ
ん
）で
は
、好
き
な
色
の
ビ
ー

玉
を
使
っ
て
、
２
時
間
集
中
し

て
、壁
掛
け
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

第
３
講
座
は
「
健
康
」（
講

師
＝
中
田
幸
恵
さ
ん
）。
座
っ

た
ま
ま
で
コ
リ
を
ほ
ぐ
し
、
調

子
の
良
い
身
体
に
リ
セ
ッ
ト
で

き
る
体
操
を
学
び
ま
し
た
。

　

午
後
の
講
演
は
、
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
。
日
本

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
関
村
和

絵
さ
ん
か
ら
、
感
情
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
、
人
間
関
係
を
良

好
に
す
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
、
岩
手
医
労
連
女

性
労
働
学
校
が
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、
全
体
で
65
名
、
県
医

労
か
ら
は
８
支
部
・
本
部
18
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
３
つ
の
講
座
が
行

わ
れ
ま
し
た
。第
１
講
座
の「
家

庭
で
の
防
災
」
で
は
、
盛
岡
中

央
消
防
署
の
畠
山
さ
ん
か
ら
火

災
の
原
因
や
自
然
災
害
か
ら
身

を
守
る
対
策
の
ほ
か
、
身
近
な

岩盤浴でデトックス
　２月２～３日、組合員・家族合わせて18

人で、雫石町の「赤い風車」に１泊。岩盤

浴でたまった疲れを出し切ってスッキリ、

サッパリ。夕食交流会ではジャンケン大会

で大盛り。楽しい時間を過ごしました。

中央
支部 水族館とグルメの旅

　１月26日、参加者20人で仙台へ。三井

アウトレットでショッピングのあと、自然派

ビュッフェ「六丁目農園」でランチを食べ

ました。午後は水族館へ。オウサマペンギ

ンの赤ちゃんの大きさにびっくりでした。

磐井
支部

午後の講演は「アンガーマネジメント」

岩
手
医
労
連
第
59
回
女
性
労
働
学
校
開
催

防　災 マーブルアート
健　康
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16
時
間
勤
務
は
納
得
で
き
な

い
。
そ
ん
な
職
場
に
若
い
人
は

来
な
い
。

二
戸
支
部　

二
戸
へ
お
で
ん
せ
♪

　

　

　

今
年
は
病
棟
再
編
、
認
知
症
、

デ
イ
ケ
ア
開
始
と
忙
し
く
な
り

そ
う
。
健
康
に
気
を
つ
け
て
が

ん
ば
り
た
い
。 

一
戸
支
部　

雪
だ
る
ま
１
号

　

　

　

今
年
こ
そ
、
年
次
が
取
れ
、

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

が
実
現
で
き
ま
す
よ
う
に
。

中
央
支
部　

と
し
お
ん
な

　

　

　

12
月
29
・
30
日
に
非
番
が
割

り
振
ら
れ
た
。
上
司
に
、
勤
務

を
し
た
日
は
非
番
だ
か
ら
休
日

給
は
出
な
い
と
言
わ
れ
た
。
組

合
に
確
認
し
た
あ
と
で
、
休
日

給
を
請
求
。
他
の
病
棟
で
も
混

乱
し
た
よ
う
だ
。

大
船
渡
支
部　

ハ
ク
シ
ョ
ン
大
魔
王

　

以
前
は
「
他
国

と
比
べ
る
と
日
本

に
は
貧
困
層
は
あ

ま
り
い
な
い
」
と

思
っ
て
い
た
が
、

日
本
は
貧
困
率
が

高
く
、
実
は
そ
う

で
は
な
い
こ
と
に

今
さ
ら
な
が
ら
気
が
つ
い
た
▼

貧
困
率
と
い
っ
て
も
、
衣
食
住

に
困
る
「
絶
対
的
貧
困
」
で
は

な
く
、
国
の
生
活
水
準
に
対

し
、
適
正
な
生
活
を
営
む
こ
と

が
困
難
な
状
態
の
「
相
対
的
貧

困
」
を
表
し
、
先
進
国
35
カ
国

中
、
日
本
は
７
番
目
▼
「
子
ど

も
の
貧
困
率
」
は
２
０
１
５
年

で
13
・
９
％
で
17
歳
以
下
の
子

ど
も
の
７
人
に
１
人
。
高
齢
者

の
貧
困
も
深
刻
で
、「
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
」
の

貧
困
率
は
27
％
で
４
世
帯
の
う

ち
１
世
帯
は
経
済
的
に
困
難
な

状
況
を
示
し
て
い
る
。
し
か

し
、
子
ど
も
が
貧
困
に
あ
え
ぐ

最
大
の
原
因
は
、
親
の
経
済
的

困
窮
で
あ
り
、
非
正
規
労
働
者

　

忙
し
い
と
愚
痴
、不
平
不
満
、

文
句
ば
か
り
。
性
格
ま
で
変
わ

り
そ
う
…
で
す
。

中
央
支
部　

ツ
ン
デ
レ
ラ

　

　

　
「
50
」
を
前
に
、
身
体
の
あ

ち
こ
ち
に
ガ
タ
が
来
て
い
る
。

身
体
を
休
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
そ
の
前
に
人
生
が
終
わ

ら
ぬ
よ
う
、
心
と
身
体
に
栄
養

を
取
り
つ
つ
が
ん
ば
ら
な
く
て

は
…
。

中
部
支
部　

更
年
期
が
つ
ら
い

　

年
末
年
始
、
働
い
た
分
は
き

ち
ん
と
３
月
ま
で
に
年
次
を
と

る
ぞ
～
。

一
戸
支
部　

雪
だ
る
ま
２
号

　

　

　

今
年
の
目
標
。
白
衣
の
サ
イ

ズ
現
状
維
持
！
夜
勤
明
け
の
暴

食
を
や
め
て
、
ス
マ
ー
ト
に
な

り
た
い
で
す
。 中

部
支
部　

ト
ド

の
拡
大
で
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と

よ
ば
れ
る
労
働
環
境
の
悪
さ
も

影
響
し
て
い
る
▼
一
方
で
安
倍

政
権
が
発
足
し
て
以
来
、
大
企

業
は
内
部
留
保
（
利
益
余
剰

金
）
を
４
０
０
兆
円
も
た
め
込

み
、
労
働
分
配
率
は
１
９
７
０

年
代
と
並
ぶ
歴
史
的
な
低
水
準

を
記
録
。
他
に
も
社
会
保
障
費

を
削
減
し
、
防
衛
費
は
毎
年
過

去
最
高
額
を
更
新
す
る
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
を
考
え
て
い
る

と
は
思
え
な
い
政
策
を
続
け
、

格
差
は
拡
大
し
続
け
て
い
る
▼

貧
困
は
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら

孫
へ
と
い
う
具
合
に
世
代
を
超

え
て
連
鎖
し
て
い
く
傾
向
が
示

さ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、

働
い
て
ま
と
も
に
暮
ら
せ
る
賃

金
や
環
境
が
整
備
さ
れ
れ
ば
連

鎖
は
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る

▼
２
０
１
９
年
は
国
の
政
治
を

変
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
く

る
。
幸
運
に
も
い
の
し
し
年
と

自
民
党
は
相
性
が
悪
い
ら
し

い
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
は
絶
対
に

逃
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
り
）

新
春
パ
ズ
ル

新
春
パ
ズ
ル

　

新
春
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が
い
は

７
つ
」
に
は
40
名
の
応
募
が
あ

り
、
全
員
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
る
抽
選
の
結
果
、
次
の

20
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の

で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

▪
１
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ナ
ポ
リ
タ
ン（
久
慈
支
部
）、

二
戸
へ
お
で
ん
せ
♪（
二
戸
支

部
）、
雪
だ
る
ま
１
号（
一
戸

支
部
）、
黒
め
が
ね
、
じ
ゃ
が

い
も
の
花
、ツ
ン
デ
レ
ラ
、に
ゃ

ん
吉
郎
、
猫
大
好
き
、
ま
ん

ぼ
う
、
も
も
ま
ま
、
ラ
ブ
ラ

イ
ヴ（
以
上
、
中
央
支
部
）、

ト
ド
、
プ
ー
の
母（
中
部
支

部
）、
春
よ
こ
い（
磐
井
支
部
）、

二
度
と
飲
む
ま
い（
南
光
支

部
）、コ
コ
ち
ゃ
ん
、ラ
イ
ム（
以

上
、
大
東
支
部
）、
ジ
ャ
ン
ボ

う
さ
ぎ
、
ハ
ク
シ
ョ
ン
大
魔
王

（
以
上
、
大
船
渡
支
部
）夢
み

る
お
ば
ち
ゃ
ん（
宮
古
支
部
）



3月の予定
２日（土）	 薬剤師・臨床検査技師・診療放射線技師
	 合同会議（県民会館）
６日（水）～７日（木）
	 日本医労連中央行動（東京）
８日（金）	 国際女性デー岩手県集会
	 （盛岡市勤労福祉会館）
10日（日）	 さようなら原発岩手県集会2019（県民会館）
11日（月）	 東日本大震災８周年追悼行事・
	 祈りの灯火2019（盛岡）
14日（木）	 春闘共闘統一行動日・
	 県医労第２次統一行動日
16日（土）～ 17日（日）
	 岩手医労連青年部ウィンターアクト
	 in	紫波（ラ・フランス温泉）
23日（土）	 支部長会議（県民会館）
24日（日）	 東日本大震災津波８年のつどい（大船渡）
30日（日）	 三陸鉄道リアス線全線開通記念ツアー

退職者をねぎらう集い退職者をねぎらう集い退職者をねぎらう集い
退職される皆様へのご案内退職される皆様へのご案内退職される皆様へのご案内

と　き　 4月20日㈯～21日㈰

ところ　 秋田県仙北市
　　　　 あきた芸術村温泉ゆぽぽ
内　容　 

◇わらび座観劇

◇手作り体験または

　角館武家屋敷散策

　酒蔵見学

◇田沢湖ビールで昼食

自営業者、自治会役員など地元のみなさんから復興の
状況とこれからの課題などについて伺います。

旅行代金　9,800円
（賛同団体半額補助あり）
08：00　盛岡駅西口発
10：30　釜石鵜住居復興スタジアム
12：45　釜石駅発　三鉄乗車
14：00　宮古駅着　魚菜市場
17：00　盛岡駅着

※参加費無料。会場が狭いため先着100名まで。

東日本大震災津波
８年のつどい
東日本大震災津波
８年のつどい
東日本大震災津波
８年のつどい
東日本大震災津波
８年のつどい

三陸鉄道リアス線
全線開通記念ツアー
三陸鉄道リアス線
全線開通記念ツアー

３月24３月24日㈰13時～16時
シーパル大船渡
（大船渡市盛町二本枠8－6）

３月30日㈯

シンポジウム

３月30日㈯

4月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

３
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

13日（土）	 支部長会議（県民会館）
20日（土）～21日（日）
	 退職者をねぎらう集い（あきた芸術村）


